















この「偽満洲国」は、1932 年の満洲国建国から、1945 年の日本の敗戦と満洲国の崩壊までの 14 年間の、
中国東北部に住み、生活していた様々な階層、身分・職業、人種、民族、国籍、宗教の人々の生活が描かれ
ている。 





























































せる。（第 3 章 4 節）。 
その後、謝子蘭は日本の軍人であった羽田と付き合うようになり、王小二は怒る。（第 5 章 2 節）。 
 
 
1937 年。王小二の姉の夫が失業し、王小二は節約して姉にお金を入れるようになる。彼は 18 歳になった謝

































1936 年の 1 月、新京の綿打ち職人の王金堂と、雑貨屋の祝興運が行方不明になる。彼らは日本軍による
強制連行で、虎頭の関東軍基地の建設現場で強制労働をさせられる。（第 5章 1 節）。祝興運とその妻で雑貨
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娘で 18 歳の李秀娟に惚れる。 しかし彼女にはすでに恋人がいた。王小二は食糧を輸送中、馬賊の劉麻子
に目撃され、劉の密告を受けた日本軍騎馬隊に襲撃され、のちに右腕を失う。（第 2 章 6 節）。 
1936 年。 アヘン窟「酔雲煙館」の斜め向かいに妓楼「錦綉閣」が開店する。看板娘は四喜という名の子で、
王小二は金を貯めて四喜を買いに行く。しかし四喜は、かつて食糧買付に行った農家の娘李秀娟であった。





























なりたいという思いをもち、彼女に一途な陳希金にも好感を抱いている。（第 11 章 3 節）。 
四喜は、時には激しい言葉を口にし、激しい行動をとるが、それにはそれ相応の理由、背景があったわけで
ある）。                                                                                   
２－５ 李小梅 
李小梅は、奉天の街の洗濯屋の娘で、1925 年生まれ。 
1938 年、13 歳の李小梅は、奉天の質屋「豊源当」の息子で 15 歳の吉来と良い仲である。 
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り、王恩は苦い顔をして頭を振って溜息をつき、吉来が彼女に許しを乞うて、ようやく彼女は収まった。１３             
 
気が強く、男にも負けないで、吉来と喧嘩をしても、やられたらやり返す。子供を彼女に押しつけ、妓楼に行
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 本稿は、2015 年 8 月 18～19 日、中国吉林省延吉市の延辺大学に於いて開催された「第四回中日韓朝言
語文化比較研究国際シンポジウム」での発表内容に加筆修正したものである。 
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